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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成３０年度第２回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成３０年４月２６日（木）午後７時 ～ ９時３０分 

開 催 場 所 ボランティア・市民活動センター会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：田中委員、瀬口委員、藤崎委員、清野委員、一色委員、 

金澤委員、村野委員、高尾委員、山田（義）委員 

欠席者：山田（行）委員 

事務局：協働推進課長、協働推進課係長、協働推進課主事 

議 題 

議題 

１ 報告会について 

２ 事業評価について 

３ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１ 報告会について 

 平成２９年度武蔵村山市協働事業提案制度事業実施団体が事業報告を行

い、各委員から事業について質疑応答を行った。 

議題２ 事業評価について 

 システムトラブルで事業評価を行うことが出来ず、後日、事務局から評

価点と意見をまとめた意見書を送付することとなった。 

議題３ その他 

 ⑴ 事業評価について 

   「武蔵村山市協働事業提案制度平成２９年度実施事業評価報告書」

を作成し、各委員に確認いただいた後、市長へ報告及び市のホーム

ページにおいて公表することを確認した。 

 ⑵ 委員会のスケジュールについて 

   ９月に「第３回市民協働推進会議」と情報交換会を行い、第３回市

民協働推進会議で「平成３１年度審査要領」を決定すること、及

び、１０月に応募団体のプレゼンテーションを行う旨を確認した。 

 ⑶ 平成３０年度審査要領について 

   「平成３１年度審査要領」の事務局案を準備するにあたり、書類審

査は１０事業を超える提案があった場合のみ行う旨を確認した。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

◎印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

△印：提案団体 

▲印：市担当課 

□印：司会者 

議題１ 報告会について 

 ● 報告会の進め方について説明 

 ◎ 質疑応答はございますか。 

 ○ 質疑なし。 

 ◎ これより報告会を始めます。報告会の司会進行は吉冨センター長に

お任せします。 

 

 

平成２８年度武蔵村山市協働事業提案制度実施事業報告会 

 

団体名：武士団・村山党の会 

事業名：中世・村山郷を中心に活躍した「武蔵武士団・村山党」を活か

した地域おこし第３弾 

市担当課：観光課 観光係 
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-実施団体による報告- 

 

質疑応答 

 

○ 凄く印象に残る活動をされている。五市一町の連携事業に補助金は

出るか。 

△ 補助金が出るわけではなく、要になっているのではと考えている。 

○ 都立武蔵村山高校との連携はどこまで進んでいるか。 

△ まだ先生と話をしている段階で、企画等はまだできていない。 

○ イベントの際に会費は貰っていたか。 

△ 講演会は無料で、手作り甲冑のみ、５００円徴収していました。

（村山党の会の会費１５００円の中から５００円差し引いて） 

○ 村山党バンドは初耳でした。 

△ バンドをされている貞さんという方と、コラボしようと途中で企画

した。 

△ 村山党に元々興味があり、他にＰＲ方法はないかと思い、考えたの

がバンド。村山党のための歌詞と曲を作りました。 

○ 音響はフードグランプリでバンドが出演した際に使ったものか。 

△ その通りです。 

○ 甲冑の保管場所はどうなっているのか。また、３０着からさらに新

しく作る予定はあるか。 

△ 高橋代表の勤めている事業所の一角を借りて保管しているが、テナ

ントが入ると考えなくてはいけない。また、個人所有の甲冑を増やし

ていく予定。 

○ 甲冑は１つ作るのにいくらかかるのか。 

△ 基本的には２万から ２万５千円で作ることが可能 

○ 会員の年代はどのくらいか。 

△ 学生が一人いるが、６０代以降が多い。 

○ ３年間で会員は増えているのか。 

△ 入会した方もいれば退会した方もいるので、あまり変化はない。今

後増やしていきたい。 

○ 若い人に入ってもらえるよう、ＳＮＳを使うなど方法は考えている

か。 

△ 村山バンドと殺陣を体育館でやる企画を考えている。 

○ レンタル料はいくら 

△ 実績としては、２，０００円。出前も行っている。 

○ バンドとダンスを組み合わせて行うのはどうか。 

△ 既に、２回ほど曲に合わせてダンスをしてもらう形でコラボしてい

ます。 

○ ムラッパーに甲冑は作らないのか。 

△ 企画として出たが、重さの関係で断念した経緯がある。また検討し

てみたい。 

 

団体名：グラシオスプラントパートナー 

事業名：武蔵村山市を花と緑あふれる素敵なまちにして癒しの景観を創

る 

市担当課：環境課 公園緑地係 

 

-実施団体による報告- 
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質疑応答 

 

○ 自己評価が２になっているところを、スケジュールどおりに達成で

きなかったためとしているが、昨年度も達成できておらず、理由を教

えてほしい。 

△ 高齢者向け講習会が出来なかったことのみで、その他は予定通りで

きた。昨年は別の理由で出来なかった。計画が良くなかった。 

○ 環境課として何かサポートする予定はあるか。 

▲ グラシオスさんの活動的には、各施設で予算付けしていただきたい

と他課に投げかけているが、環境課として何か予算を付けて事業を行

う予定はない。 

○ 決算書の人件費の書き方が分かりづらい。 

△ 領収書の切り方を間違ってしまった。 

○ 緑が丘ふれあいセンターに設置したグリーンツリーはそのまま置い

ていただけるのか。 

△メンテナンスは継続していくが、新しく植栽することは難しい。 

○ 小学生向けのイベント参加者は何人ですか。 

△ ２０人定員で９人ほど。 

○ 市以外で活動報告をＳＮＳ等で行ったか。 

△ ブログで少しずつ行っていた。 

○ 「グラシオス」の意味は。 

△ 「優美な」や「なかま」 

○ グリーンヘルパーということを知らない人がいるから何か団体とし

ての活動発信をしていたか。 

 △ チラシの配布を定期的に行った。 

 

 ◎ なお、評価表の集計が取れ次第、議題２の事業評価を行います。 

 

 ◎ システムトラブルで、印刷に時間がかかるようですので、議題３に

進めます。 

    

議題３ その他  

 ◎ 議題３「その他」について、事務局から何かありますか。 

 ● 事務局から３点ございます。 

１点目、本報告会の事業評価について、改めて「武蔵村山市協働事

業提案制度平成２９年度実施事業評価報告書」を作成し、委員の皆様

に確認していただいた後に、市長に報告させていただきます。 

２点目、今後の本委員会のスケジュールでございます。本年９月に

は、平成３１年度実施事業に応募のあった団体の採択に係る、審査要

領の決定をしていただき、１０月には応募団体によるプレゼンテーシ

ョンを行う予定となってございます。また今年度実施されます、３団

体による事業の中間報告を兼ねた情報交換会も９月を予定してござい

ます。いずれにしましても日程等につきましては改めて調整させてい

ただきます。 

３点目、先ほど次回の本委員会では、平成３１年度実施事業に応募

のあった団体の採択に係る審査要領を決定いただきたいとの話をさせ

ていただきましたが、その中で本日事前に御承認いただきたい事項が

ございます。参考資料として昨年度使用した審査要領をご覧いただき

たいと存じます。「３ 審査方法」の（２）の①「書類審査」の「エ 

審査の実施条件」で、１０事業を超える提案があった場合のみ、委員
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の皆様に書類審査をしていただくこととしていますが、これにつきま

しては例年どおりといたしたいと考えています。 

その理由につきましては、以前よりなるべく多くの団体に間口を開

くという意味で、一定数を超えないうちは、書類審査をしないとの方

向性が示されているためでございます。 

説明につきましては以上でございます。 

 ◎ ただ今、事務局から３点説明がありました。 

   まず、１点目の評価報告書の作成と２点目の今後の本委員会のスケ

ジュールについては皆様から何かございますか。                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

○ 意見なし。 

 ◎ 続きまして、３点目の、提案事業が１０事業以下であれば、書類審

査をせずにプレゼンテーション審査へ進むという件については、いか

がでしょうか。 

○ 意見なし 

◎ それでは書類審査については審査しないこととしたいと思います。 

議題２ 事業評価について 

 ◎ 事務局から説明をお願いいたします。 

● お時間をいただいて大変申し訳ありませんでした。システムトラブ

ルにより、集計表の印刷が不可能なため、評価表に記載していただい

た意見を基に意見書を作成し、後日送付いたします。 

◎ それではこれをもって、平成３０年度第２回市民協働推進会議を閉

会いたします。皆様大変お疲れさまでした。 

 
 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：      人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


